







































また､本号 には初めての試みとして､研修 コース (大学院入学前予備教育)
および補講コースの授業内容がまとめられている｡この授業記録は各授業の目
標とその達成度 を評価し､カリキュラムや教育方法の改善のための資料 とする
ことを目的としている｡従って､今後も継続してこの記録を残すことによって､
カリキュラムや教育方法の改善の過程が明確 になり､客観的なデータに基づい
た改革の実現が期待できる｡
長崎大学留学生センターが発足して3年が経過した｡ここにきて､各教官の
研究も本格化し､その成果が大きく結実し始めていることは大変喜ばしい｡留
学生教育に関する課愚は日本語教育にとどまらず広範囲に及ぶ｡ 従って､研究
課鳶も今後ますます多様化すると予想される｡あらゆる留学生問題の討論なら
びに研究成果の発表の場 として､長崎大学留学生センター紀要がさらに有効に
活用されることを期待している｡
平成11年 6月
留学生センター長 西田 知照
